
【注　意】

①　問題は 1 から 6 まであります。答えは必ず解答用紙のきめられた

わくの中に，はっきり書きなさい。

②　式や途
と

中
ちゅう

の計算は，問題用紙の余白を利用しなさい。

③　円周率を使う場合は，3.14 として計算しなさい。
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次の計算をしなさい。
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次の問いに答えなさい。

⑴　図 1は， 1組の三角定規を重ねた図です。角㋐，角㋑の大きさをそれぞれ

求めなさい。
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図 1

⑵　図 2 のように，立方体の各面に 1から 6 までの数字が 1つずつ書かれた 

さいころAと， 8つの面を持つ立体の各面に 1から 8までの数字が 1つずつ 

書かれたさいころBがあります。この 2つのさいころを同時に投げて，出た 

数の和が 3の倍数になるのは，何通りありますか。

さいころA さいころB

2
図 2

2



3

⑶　ある品物を 1 個 380 円の仕入れ値で 20 個仕入れました。この品物に， 

仕入れ値の 2割 5 分の利益を見込んで定価をつけたところ， 6個売れ残り 

ました。この残りの 6 個を，定価の何%かの割引をして売ったところ， 

売り切れました。その結果，全体として 760 円の利益がありました。定価の

何%の割引をしましたか。

⑷　図 3のような，上底が 4 cm，下底が 6 cm，高さが 6 cm，角 Cと角 Dが

90°の台形ABCDがあります。辺 CDの真ん中の点 Eを通り，台形ABCD

の面積を二等分する直線と辺ABの交わる点を Fとします。このとき，AF

と FBの長さの比を最も簡単な整数の比で答えなさい。
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図 3
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⑸　一定の割合で水が湧
わ

き出ている池があります。この池に 9000 L の水が 

たまっているとき，すべての水をくみ出すのに， 3台のポンプでくみ出すと 

9 時間かかり， 5台のポンプでくみ出すと 3時間かかります。では，この池

に 7000 L の水がたまっているとき， 1 時間ですべての水をくみ出すのに 

必要なポンプは何台ですか。ただし，使用するすべてのポンプは同じ割合で

水をくみ出すものとします。

⑹　図 4 のように，点 Oを中心とする半径 6 cm の円を 4 等分した図形で， 

点 Aから点 Dまでの曲線の部分を 3 等分する点を B，Cとします。OE，

OFの長さがともに 2 cmであるとき， の部分の面積を求めなさい。
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図 4
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太郎はあめとガムを買いに行きました。あめ 1個の重さは 2 g で，値段は

10 円です。ガム 1個の重さは 3 g で，値段は 8円です。

⑴　あめとガムを合わせて 50 個買い，重さの合計を 126 g にします。あめを

何個買えばよいですか。また，そのときの代金の合計はいくらですか。

⑵　あめとガムを合わせて何個か買い，重さの合計を 126 g，代金の合計を

532 円にします。このときのあめの個数を求めるために，太郎は次のように

考えました。ア，イ，ウにあてはまる数をそれぞれ答えなさい。

太郎の考え方

⑴で求めたあめとガムの個数から，あめを 3個増やし，ガムを ア 個 

減らして買うと，重さの合計は変わらず，代金の合計は イ 円増える。

このことから，重さの合計が 126 g で，代金の合計が 532 円になるとき

のあめの個数は ウ 個である。
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2 つの容器AとBがあります。容器Aには濃
のう

度
ど

5 %の食塩水が 80 g 入って 

おり，容器 Bには濃度 12 % の食塩水が 140 g 入っています。まず，容器A 

から何 gか食塩水を取り出し，容器 Bに入れてよくかき混ぜます。その後，

先ほど容器Aから取り出した分と同じ重さの食塩水を，容器 Bから取り出し

容器Aに戻
もど

したところ，容器Aの食塩水の濃度は 8.5 %になりました。

⑴　容器Aと容器Bの食塩水に含
ふく

まれる食塩の重さの合計は何 gですか。

⑵　最後に容器Bに入っている食塩水の濃度は何%ですか。

⑶　容器Aから取り出した食塩水の重さは何 gですか。
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図 5 のように，ふたのない直方体ABCD-EFGH の容器があります。その
中には長方形 IJKL の仕切りがついており，容器には水がいっぱいまで入って
います。仕切りは，底面ABCD と垂直で，I，J はそれぞれ辺AD，BC 上に 
あり，DI，CJ の長さはともに 3 cmです。仕切りによって分けられた容器の
左側をあ，容器の右側をいとし，容器を上から見ると図 6のようになります。
ただし，仕切りの厚さは考えないものとします。
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⑴　この容器を，底面の辺ABを床
ゆか

につけたまま 45°傾
かたむ

けたところ，図 7の
ようになりました。こぼれた水の量は何 cm3 ですか。
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図 7
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⑵　底面の辺ABを床につけたまま，いの部分の水面の位置がちょうどKCと

なるように容器をさらに傾けたところ，図 8のようになりました。
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図 8

①　あの部分の水面で，辺 BC 上の水面の位置をMとするとき，BMの 

長さは何 cmですか。

②　容器を図 8の状態から底面ABCDが床についている状態に戻
もど

しました。 

あといの部分のそれぞれの水面の高さを比べたとき，どちらの部分の水面

の方が何 cm高いですか。
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図 9 のような道があり，上から見ると四角形ABCDおよび四角形DEFGが

それぞれ長方形になっています。地点Aに家，地点 Bと地点 Cの間に本屋，

地点Eと地点 Fの間に店，地点Gに駅があります。

太郎は家から駅に，花子と次郎は駅から家に向かって， 3人同時に出発しま

した。太郎は途
と

中
ちゅう

で本屋と店に立ち寄る道順の中で，最短の道順で駅に向かい 

ました。花子は途中で店に立ち寄る道順の中で，最短の道順で家に向かいました。 

一方，次郎はどこにも立ち寄ることなく最短の道順で家に帰りました。

太郎は，家から本屋まで走り，本屋に 5分間立ち寄りました。その後も再び

走り，太郎が家を出てから 20 分後に地点 Eで花子と出会いました。太郎は 

そこから店まで歩き，店に 9分間立ち寄った後，駅まで歩きました。花子は，

駅から店まで歩き，店に 5分間立ち寄った後，家まで歩きました。花子は， 

太郎が駅に到
とう

着
ちゃく

するのと同時に家に到着しました。一方，次郎は駅から家まで 

歩き，花子が家に到着する 1分前に家に到着しました。

地点Cから地点Eまでの距
きょ

離
り

は 300 m，太郎の歩く速さは一定で，走る速さ 

は毎分 180 m，花子の歩く速さは毎分 100 m，次郎の歩く速さは毎分 80 mと

します。
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図 9

⑴　花子は駅を出発してから何分後に家に到着しましたか。

⑵　太郎の歩く速さは毎分何mですか。

⑶　地点Fから地点Gまでの距離は何mですか。
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切りはなさないでください。




